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OS01-5 製薬企業内でのキャリア変革
 ○佐藤 賢治 1

1第一三共 研究開発本部 研究開発総務部

　近年、製薬企業のビジネスは、医学の進歩、治療法の変化、ITの進展などとともに大きく変化して
きています。激化する企業競争を勝ち抜くために、即戦力人材として中途採用をこれまで以上に推進し、
急速な変化に対応する力をつけていく必要があります。一方で、一定規模の継続的な新卒も必須です。
これは、企業文化をしっかりと身につけた、経験豊富で高い専門性を持った多様で優秀な社員の皆さ
んが様々な職場で活躍することで、企業の持続的な成長が促されるからです。
　価値観が多様化する中、会社と個人との関係も変化してきていますが、性別・年齢・人種等を問わず、
社員の皆さんには自らのキャリア形成を「自己実現に向けた成長のプロセス」と捉え、自律的に挑戦・
活躍の場を広げていくことを期待しています。
　弊社では、社員の新たなステージでの活躍を後押しするため、順次、専門教育プログラムの充実を
図っています。また、バリューチェーンを超えた専門教育環境を整備し、資材の共有を通じて『知』
の有効活用も促進しています。本講演では、研究職を例にとり、企業内で活き活きと働き活躍するた
めに、どのようなキャリアの可能性があるのか、会社としてどのような制度や仕組みで Diversity & 
Inclusionを推進しているのか、製薬企業内でのキャリア形成を考える上で参考になる話題を提供しま
す。

OS01-4 「患者のための薬局ビジョン」から考える職場としての薬局
 ○宮野 廣美 1

1伊奈オリーブ薬局

 “ 患者本位の医薬分業 ” の議論のなか、薬局のありかたが問われている。 その指針として、2015年
10月厚生労働省は「患者のための薬局ビジョン」を発表した。
その中で「かかりつけ薬局」が備えるべき基本的な機能として①服薬情報の一元的・継続的把握② 24
時間対応・在宅対応③医療機関等との連携が挙げられ、それに基づき「かかりつけ薬剤師」への取り
組みが進行中である。 
「かかりつけ薬剤師」として、低コストなジェネリック医薬品変更へのアドバイスや、セルフメディケー
ションのカウンセリングなど、より行き届いた薬剤師の仕事が求められている中、これらの業務を進
めるためには、現場の薬剤師の意識改革はもちろんだが、職場環境、特に家庭を持つ 30から 40代の
女性薬剤師が働き易く、真に薬剤師としての ”矜持 ” や ” 働く喜び ” といったものが持てるような職場
に変わってゆく必要があると考える。また家事、出産、育児、介護でより多くの役割を担ってきた女
性が、さまざまな制約の中で働き続けることは、決して簡単なことではないが、パートタイマーとし
て勤務しながらも薬局の大きな戦力となっている女性薬剤師の待遇、環境整備も意識改革を図る上で
重要かと思う。その方策のひとつに、薬局という職場の特性から、最も取り組み易く効果的なものと
して「同一労働、同一賃金」があると考える。本シンポジウムにおいて、その方向性について議論し
たい。
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